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▼投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集しています。 1月3日木までに情報広報課（〒300-0192　大和田562番地）へお願いします。

なお、 応募多数な場合には掲載されない場合がありますのでご了承ください。
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が
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ら
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剣
道
部

現
在
の
会
員
数
は
、
43
人
で
会
員
の
ほ
と

ん
ど
が
市
内
に
あ
る
道
場
の
指
導
者
と
愛
好

家
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
活
動
内
容
】

例
年
５
月
に
、
ス
ポ
レ
ク
祭（
わ
か
ぐ
り
運

動
公
園
体
育
館
で
開
催
）に
て
、
基
本
稽
古

法
の
演
武
や
川
中
島
合
戦
と
題
し
て
東
西
に

別
れ
て
の
風
船
割
り
大
会
や
初
心
者
向
け
の

体
験
コ
ー
ナ
を
つ
く
り
、
剣
道
の
お
も
し
ろ
さ

や
作
法
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

10
月
に
、
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
剣
道

大
会
お
よ
び
県
ス
ポ
ー
ツ
交
流
剣
道
大
会
の

代
表
選
考
会（
霞
ヶ
浦
南
小
学
校
体
育
館
で

開
催
）が
行
わ
れ
、小
学
生
団
体
戦
１
チ
ー
ム
、

中
学
生
個
人
戦
男
女
各
3
人
が
、
本
市
の

代
表
と
し
て
選
考
し
ま
し
た
。

11
月
は
、
か
す
み
が
う
ら
市
長
杯
少
年
剣

道
大
会（
千
代
田
中
学
校
体
育
館
で
開
催
）を

行
い
市
内
外
の
小
、
中
学
生
１
４
０
チ
ー
ム
、

６
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

年
間
を
通
じ
て
、
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と

連
携
を
図
り
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

会
員
だ
け
で
の
活
動
と
し
て
、
講
習
会
や
稽

古
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
体
験
へ
い
ら
し

て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

か
す
み
が
う
ら
市
体
育
協
会
弓
道
部

市
弓
道
部
の
歴
史
は
古
く
、
大
正
、
昭
和

初
期
か
ら
愛
好
家
に
よ
っ
て
活
動
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
部
員
も
10
代
～
80

代
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
で
総
勢
35
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

【
活
動
内
容
】

活
動
場
所
は
多
目
的
運
動
広
場
内
の
弓

道
場
で
、
多
目
的
運
動
広
場
が
開
い
て
い
る

日
の
午
後
１
時
～
５
時
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
開
催
事
業
】

◉
春

鹿
島
神
社
奉
納
射
会（
平
三
坊
）

◉
秋

市
長
杯
弓
道
大
会
・
武
道
大
会

そ
の
他
に
、
県
大
会
、
地
方
大
会
、
審
査
、

講
習
会
、
月
例
会（
毎
月
）な
ど
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

一
人
一
人
自
分
の
目
標
を
持
っ
て
日
々
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

弓
道
は
自
己
の
体
力
に
合
わ
せ
た
弓
を
使

う
こ
と
で
、一
生
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
左
記
連
絡
先
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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平成 3 年に千代田村議会議員に初当選後、    

千代田町議会議員およびかすみがうら市議会議

員として永きにわたり市政の発展に尽力された功

労が認められ受章されました。 「このたびの叙勲

は、 地域の皆さまのお力添えのたまものと感謝し

ています。 支えてくれた家族にも感謝しています」

と受章の喜びを話してくれました。

平成 7 年に千代田町議会議員に初当選後、    

千代田町議会議員およびかすみがうら市議会議

員として永きにわたり市政の発展に尽力された功

労が認められ受章されました。 「受章できたのは、

長い間支えていただいた多くの皆さまのおかげと

大変感謝しています。 また、 家族の支えにも感謝

しています」と受章の喜びを話してくれました。

陸上自衛官として平成 24 年に陸上自衛隊幹部学校を退

職されるまでの 39 年間、 国民の安全と国土の保全 ・ 防

衛のため尽力された功労が認められ受章されました。 「誇

りを持って勤め上げた結果がこのような形で認められ、 大

変光栄に思っています。 自衛官という過酷な職業に長く携

わることができたのも支えてくださった多くの皆さまのおか

げと感謝しています。」と受章の喜びを話してくれました。

中塚浩之さん 元木智夫さん

關利夫さん 矢口榮造さん

秋の叙勲

旭日双光章

危険業務従事者叙勲

瑞宝双光章

危険業務従事者叙勲

瑞宝双光章

警察職員として平成 20 年に石岡警察署を退職

されるまでの 42 年間、 危険性の高い業務に精励

し市民生活の安全確保に尽力された功労が認め

られ受章されました。 「42 年間務めることができ

たのも、 多くの皆さまの支えがあったおかげです。

特に上司や同僚、 家族には感謝しています」と受

章の喜びを話してくれました。

永年の労と功績をたたえ、栄えある受章

秋の叙勲

旭日双光章

秋の叙勲や危険業務従事者叙勲を受章された方々を紹介します。


